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次世代ＩＴＳ検討会 

～～課題解決を超え世界に裨益する新たな価値の創造へ～～ 

令和５年１１月７日 

 

 

【自動走行高度化推進官】  定刻になりましたので、これから検討会を始めさせていた

だきます。本日、進行を務めさせていただきます国土交通省道路局ＩＴＳ推進室の竹下で

す。どうぞよろしくお願いします。 

 最初に、お手元の資料を確認させていただきます。議事次第、資料１、委員名簿、資料

２、説明資料、そして卓上配付のみとして、本日御欠席になられている委員の方からの事

前にいただいた意見の資料がクリップ留めであろうかと思います。不足等ございましたら、

お知らせいただければと思います。資料はウェブ会議の画面にも投影させていただきます

ので、御確認いただければと思います。 

 それでは、開会に当たりまして、羽藤委員長より御挨拶をいただきたいと存じます。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

【羽藤委員長】  皆さん、こんにちは。今日はよろしくお願いいたします。第２回の次

世代ＩＴＳ検討会ということで、前回何を話したかもうすっかり忘れている方も多いと思

うんですが、同じ会場ですので、座った場所もほぼ同じだと思いますから、思い出すと、

一人一人当てられて、順番にしゃべっていって、やたらに笑いが漏れていたなぐらい思い

出したかと思うんですが、後ほど資料を一気通貫で説明いただいた後、また御意見を賜り

たいと思いますので、前回の意見を少し思い出しながら、そして今回、かなり具体的な社

会実験、社会実装像もお話しいただけるようですので、そこに向けて各業界、あるいは各

会社の立場を超えて様々なコメントをいただくことが、次世代のＩＴＳのアーキテクチャ

ーに十分寄与する議論になると思いますので、何とぞよろしくお願いいたします。 

【自動走行高度化推進官】  ありがとうございました。 

 続きまして、委員の皆様の御紹介でございますけれども、時間の関係上、お手元の委員

名簿で代えさせていただきたいと思います。本日は、石田顧問、雲林院委員、重野委員、

牧村委員、吉田委員、合田委員、大儀委員、中西治委員におかれましては、所用により御

欠席でございます。合田委員の代理として宮西様、大儀議員の代理として飛ヶ谷様に御参

加いただいています。また、下山委員におかれましてはウェブでの参加を予定してござい
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ますけれども、所用により途中からの参加でございます。また、筑波大学の谷口先生もウ

ェブでの参加となってございます。 

 それでは、以降の議事の進行を羽藤委員長にお願いしたいと思います。よろしくお願い

いたします。 

【羽藤委員長】  それでは、資料２について説明を今からお願いしますが、欠席の委員

の方々も含めて、あとウェブの方々も含めて意見をいただいていたり、あと、いただくこ

とになると思いますので、後ほどよろしくお願いいたします。それでは、資料の説明をよ

ろしくお願いいたします。 

【ＩＴＳ推進室長】  それでは、資料２につきまして、私、道路交通管理課ＩＴＳ推進

室長の和賀から御説明をさせていただきます。それでは、１枚目をはぐってください。本

日の議論の内容となります。 

 まず、１点目、「前回の概要と本日の議論のポイント」でございます。２点目、「ＥＴＣ

２.０の振り返り」ということで、１回目の検討会でも少し御紹介をさせていただいたとこ

ろではございますけれども、深掘りをすべきという御意見がありましたので、今回整理を

させていただいているところでございます。３点目、「関連行政・民間サービスとの連携、

車載器の普及戦略の在り方」ということで、こちらも１回目の御意見を踏まえて整理をし

てございます。４点目でございますけれども、「官民連携による先行プロジェクトの提案」

ということで、冒頭、羽藤委員長からもお話ありましたが、今後の進め方としまして、先

行プロジェクトという形で実証に取り組み、そして、ＥＴＣ２.０でできること、新たな仕

組みで取り組む必要があること、また、その仕組みに必要な技術、仕様等を明確にしてい

ってはどうかという御提案となります。５点目でございます。「次世代ＩＴＳのシステムの

構築の留意点」ということで、次世代ＩＴＳシステムを構築していく際に留意するべき点

について整理をしてございます。最後、６点目「今後の進め方」でございます。 

 それでは、次のページをお願いいたします。前回の概要と本日の議論のポイントでござ

います。 

 次のページをお願いいたします。前回行ったのが３月８日ということで、随分時間がた

ってしまいましたが、概要について御説明させていただきます。１回目の検討会で、大き

く３点御議論いただきました。次世代ＩＴＳのターゲットの設定、次世代ＩＴＳ実現を目

指すサービスの着眼点、そして次世代ＩＴＳシステム開発の留意点ということでございま

す。 
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 次のページをお願いいたします。こちら、前回のおさらいでございます。資料の上段に

つきましては、「２０４０年、道路の景色が変わる～人々の幸せにつながる道路～」という

ことで、この内容につきましては、道路局が実現を目指すビジョンになってございます。

これに対して、ＩＴＳとしてどういうふうに取り組んでいくかということで整理をしてご

ざいます。２０４０年に道路行政が目指す３つの持続可能な社会の姿と政策の方向性をＩ

ＴＳという観点から、移動負担の軽減、多様な社会活動との接続強化、リスク対応の迅速

化・強靱化という３点に整理をしたものでございます。 

 次のページをお願いいたします。この３つの着眼点に対しまして、道路分科会の各部会

等の提言等に位置づけられた施策を整理しております。 

 次のページをお願いいたします。こちら、イメージになります。２４のサービスを図に

落とし込んだものでございます。 

 次のページ、お願いします。先ほど申しました３つの論点に対して、それぞれ委員の皆

様方からいただいた意見を整理してございます。こちらを見ていただいて、１回目の議論

を思い返していただければと思います。こちらの御意見につきましては、これからサービ

スやシステムの具体化に取り組んでいく際に反映させていただければと考えてございます。

そのうち、ターゲットの設定につきまして、ヒューマンセントリック、交通弱者の安全・

安心確保や送迎サービス維持・安全確保等の地方創生、物流２０２４年問題やカーボンニ

ュートラルの観点、商用車は広くターゲットにというような御意見をいただきました。こ

れをまとめますと、安全・安心、カーボンニュートラル、そして人流・物流の確保の３点

に大きくまとめることができるのではないかと思っております。この３点に整理して、こ

れから議論をしていければと考えてございます。 

 次のページをお願いいたします。本日の議論のポイントでございます。まず、前回のＥ

ＴＣ２.０の振り返りを深掘りして、ＥＴＣ２.０で実現できたこと、また、できなかった

ことと不十分なことを整理してございます。これを踏まえまして、今後、ＥＴＣ２.０の改

善を図りつつ、さらなる道路施策の展開、社会課題の解決を目指すものと、新たな仕組み

によりまして実現を目指すサービスの検討につなげていければと考えております。この新

たな仕組みに関しましては、具体的な実証実験を実施して、必要な技術・仕様を明確にす

ることを考えております。この実証実験を先行プロジェクトとして位置づけて、前回検討

会で御提示しました２４の道路施策から、委員の皆様の御意見も踏まえ、緊急性、社会的

関心の高い、先ほど申しました安全・安心、カーボンニュートラル、そして人流・物流の
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確保の観点から選定しています。 

 最後になりますが、前回の開発の留意点等も踏まえまして、社会課題の解決とともに、

利用者の利便性の向上や民間企業の取組の活性化などの波及効果を高めるために、関連行

政、民間サービスとの連携の在り方を整理してございます。また、利用者に直接的にメリ

ットを感じてもらうための普及戦略の在り方についても整理してございます。以上が本日

の議論のポイントとなります。 

 それでは、次のページをお願いいたします。まず１点目、本日の議論のポイントとして、

ＥＴＣ２.０の振り返りとなります。 

 次のページをお願いします。ＥＴＣ２.０の検討初期段階におきまして、１つの車載器で

道路交通情報提供等の情報提供サービス、道の駅等における情報接続等の情報接続サービ

ス、ＥＴＣ等の料金決済サービス、その他民間による応用サービスというこの４つについ

て、ＥＴＣ２．０が多様なサービスを実現するためのマルチアプリのプラットフォームと

なることを目指して、官民でユースケースの議論、共同研究開発がなされてきました。 

 次のページをお願いします。ＥＴＣ２.０で実現できたこと、できなかったことでござい

ます。まず、先ほど申しました４つについて、情報提供サービスにつきましては、渋滞回

避支援、安全運転支援などのタイムリーな走行支援情報の提供、通れるマップ、特定プロ

ーブ、バスロケ、特殊車両通行確認制度といった、当初想定されていたサービスが実現さ

れています。 

 料金決済サービスにつきましては、当初想定されていたキャッシュレスサービスに加え

まして、高速道路料金の割引制度、道の駅一時退出、サービスエリア、パーキングエリア

の駐車マスの予約システムが実施されているところでございます。他方、情報接続サービ

スで実現できたものは、サービスエリア、パーキングエリア、道の駅における情報接続サ

ービスのみでありまして、しかもその利用は低調であるといった状況でございます。民間

による応用サービスも実現されたものは、施設入出門管理、月極駐車場入車庫管理のみで

ございます。その他、プローブデータを活用した行政施策としまして、ピンポイント渋滞

対策、ヒヤリハットマップを用いた交通安全対策などが実現されています。この後のスラ

イドで、これらサービスの内容と課題、課題解決のために必要な機能などを整理しており

ますが、説明は割愛させていただければと思ってございます。 

 ２７ページをお願いいたします。こちらがＥＴＣ２.０でできたこと、できなかったこと、

これの取りまとめになります。左側に、先ほど説明しました実現できたことを列挙してご
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ざいます。その右側に、それらのサービスを提供する中で明らかとなった課題などを整理

してございます。４つに分けて整理してございます。 

 まず１つ目、データの課題でございます。事故や落下物等の突発的な事象のリアルタイ

ム検知や情報提供、２点目、高架下やトンネル内、あるいは道路稠密地域等における正確

な経路の把握、３点目、車載器・路側機の普及が進まない地方部のデータの収集、こうい

ったデータの課題がございます。 

 また、サービスの高度化に向けた課題としましては、渋滞予測情報の提供による適切な

ルート選択等の支援、緊急車両等車両属性に応じた経路等きめ細やかな情報提供、積載重

量、連結状態等を加味した特車の経路把握、そして速度・経路・急ブレーキ等以外の多様

な車両データの収集・活用による道路管理の高度化といった課題がございます。 

 利用者に裨益する多様なサービス提供に向けた課題としましては、生活道路の安全対策

の主体である自治体のデータの活用、テレマティクス保険等民間サービスの活性化といっ

た課題がございます。 

 最後、料金施策・決済システムの活用に関しましては、時間や経路、交通状況に応じた

柔軟かつ効率的な料金施策、民間施設の活用のための設備の低廉化、こういった課題が存

在していると認識してございます。 

 まとめますと、ＥＴＣ２.０の活用によりまして、効率的かつ効果的な道路施策の展開が

可能となりました。引き続きＥＴＣ２.０の改善を図りつつ、さらなる道路施策の展開、社

会課題の解決を目指していきたいと考えてございます。また、ＥＴＣ２.０で対応できてい

ないサービスにつきましては、社会情勢の変化や技術の進展等を踏まえ、次世代ＩＴＳと

して、既存サービスの高度化や新たなサービスの提供が可能となるシステムを目指してい

きたい、このように考えてございます。以上が、ＥＴＣ２.０の振り返りということでござ

います。 

 次のページをお願いいたします。関連行政サービスや民間サービスとの連携や車載器の

普及戦略の在り方ということで、本日の議論の３点目となります。 

 次のページをお願いいたします。まず上段、関連行政サービスや民間サービスとの連携

の在り方でございます。今、行政分野や民間分野で、ＤＸや各種データを活用したサービ

スが展開されております。これらと連携することによりまして、ＩＴＳで目指す社会課題

の解決に加えて、利用者の利便性の向上や、民間企業の取組の活性化などの波及効果が期

待できます。そういった連携も模索していきたいと考えております。 
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 次に、下段の車載器の普及戦略の在り方でございます。現在、ＥＴＣ２.０車載器でござ

いますが、ＥＴＣの車載器より高価となってございますが、その直接的なメリットを感じ

づらい状況にあります。他方、民間のサービスを見ると、例えばデータの提供に対してポ

イントで還元したり、提供されたデータを活用して、サービスの提供で還元したりと、直

接的なメリットの付与が行われていると認識してございます。普及戦略の具体化に当たり

ましては、従来の普及施策に加えまして、利用者への直接的な利益の還元や、民間企業が

次世代ＩＴＳを利用したサービスを行いやすい仕組みの構築といった観点からも検討が必

要ではないかと考えてございます。 

 次のページをお願いします。今申しました関連行政サービスとの連携の例ということで

ございます。現在、マイナンバーカードと運転免許証の一体化の検討がされております。

また、電子車検証につきましても取組が進められているといったようなところでございま

す。このような動きと連携することで、例えば車載器のセットアップのときや、車検時の

手続の効率化などの利便性向上につなげていくことも検討していければと考えております。 

 引き続きまして次のページですが、民間サービスとの連携の例でございます。民間サー

ビスとして、テレマティクス保険、左側と右側に路面状況の推定という例を挙げてござい

ます。テレマティクス保険につきましては、車両のデータから運転特性を把握して保険料

を算定するものであります。保険料の設定によりまして、安全運転の促進や事故の減少が

期待され、道路施策としての効果も期待されるところでございます。路面状況の推定につ

きましても、車両データと気象情報を組み合わせることで路面状況の推定をするものでご

ざいます。推定した路面状況を情報提供することで、安全運転や事故防止にも資すると考

えられます。このような民間サービスとの連携は、交通安全といった道路行政目的にも資

するものであるため、民間行政サービスとの連携も考えていければと考えてございます。 

 引き続きまして、データ提供に対する還元の例でございます。移動履歴や購買履歴とい

ったデータの提供に対して、ポイント付与によって還元するものであります。プローブデ

ータの直接的な対価のような形で、直接的にポイントを還元することによって車載器の普

及につながる可能性があると考えております。また、バイタルデータや運転特性に関する

データを提供することによりまして、データ提供者にとって有益なサービスを直接還元す

る取組もございます。このようなサービスも、車載器の普及につながる可能性があると考

えてございます。 

 次のページをお願いいたします。官民連携による先行プロジェクトの提案ということで
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ございます。３５ページ、３６ページ、３７ページで、それぞれ先ほど申しました安全・

安心、カーボンニュートラル、そして人流・物流の確保といった社会課題を取り巻く状況

についてデータを整理しておりますので、参考としていただければと思います。 

 ３８ページをお願いいたします。取り組むべき先行プロジェクトの案でございます。前

回の検討会で提示しました次世代ＩＴＳで取り組むべき２４のサービスをベースにしまし

て、緊急性、社会的関心の高い社会課題を解決するために取り組むべきサービスを抽出し

ます。これら社会課題の解決に向けて、産学官の連携によって、現在の技術でも短期的に

実現が可能な先行プロジェクトを設定して、実証実験を実施したいと考えてございます。

この先行プロジェクトの実証実験を通じて、道路行政・民間の双方の視点から、次世代Ｉ

ＴＳシステムが具備すべき機能を整理するとともに、中期・長期の軸で目指すべき将来の

道路の姿の実現を図りたいと考えてございます。 

 次のページをお願いします。こちら、冒頭申しましたビジョンから、安全・安心とカー

ボンニュートラル、そして人流・物流の確保に関する将来像を提示したものとなります。

こういったイメージを実現するために取り組んでいければと考えてございます。 

 次のページをお願いいたします。今のビジョンで示された目指す姿を実現するために解

決すべき安全・安心、カーボンニュートラル、人流・物流の確保のそれぞれの社会課題に

対して、現在の技術等を用いた先行的な実証を先行プロジェクトと位置づけまして、次世

代ＩＴＳの具体化に取り組みたいと考えてございます。 

 まず安全・安心でございますけれども、交通事故ゼロを目指して、歩行者・自転車の交

通リスク減少に向けて、先行プロジェクトとしまして、車両・歩行者等への接触リスク情

報の提供を考えております。 

 次に、災害から人と暮らしを守る道路を目指して、スタック発生の予兆検知、発生確認

の迅速化に向けた車両データを用いたスタック車両の予兆検知を考えてございます。 

 次に３点目でございますけれども、カーボンニュートラルとして、道路交通の低炭素化

を目指しまして、ＥＶやＦＣＶ等、環境負荷の低い車両の利便性の向上と車両管理の高度

化に向けて、ＥＶ充電器周辺の入退場管理、充電待ち情報の分析、配信といったことに取

り組めればと考えております。 

 そして最後、人流・物流の確保の観点からは、１点目、自動運転トラック支援に向けた

合流支援、先読み情報の提供、２点目、一般車支援に向け、先読み情報等の提供、３点目、

大型車の通行適正化として、車両データを用いた総重量・軸重計測と超過車両への注意喚
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起を取り組んでいければと考えております。 

 次のページをお願いいたします。ここから、今申しました５つの先行プロジェクトに対

しまして、現状と中長期の対応と先行プロジェクトということで、１枚ずつ整理をしてご

ざいます。 

 まず１点目の歩行者・自転車の交通リスク減少でございます。現状につきまして、歩行

者・自転車の事故の状況を整理してございます。 

 次のページをお願いいたします。中長期の対応としましては、通学路やゾーン３０を避

けた経路案内や車両の速度抑制制御、あるいは歩行者や自転車等への通信によるスマホ等

への情報提供といったことが実現できればと考えております。 

 次のページをお願いいたします。こうした中長期的な取組を見据え、今の技術でできる

ことということで、先行プロジェクトとして考えているのが次の内容になります。車両や

歩行者、自転車等の通行状況を路側のカメラ等で検知して、道路情報板等で注意喚起を行

うことを考えております。実証実験を実施する交差点の選定や、効果の測定に車両データ

の活用を考えています。 

 次のページをお願いいたします。先行プロジェクトの２つ目でございます。スタック発

生の予兆検知・発生状況の迅速化でございます。現状につきまして、スタックの発生状況

を整理しております。 

 次のページをお願いいたします。中長期的には、道路と車両で収集した様々なデータか

らスタック予兆を検知して、ドライバーへの注意喚起、誘導を実施したいと考えておりま

す。また、スタックの可能性の高い車両の侵入防止制御、通行止め等を実施できればと考

えてございます。 

 次のページをお願いします。そして、先行プロジェクトでございますけれども、道路、

車両の様々なデータからスタックの発生が推測される、または発生可能性が高い箇所を検

知して、車両に注意喚起することを考えてございます。 

 次のページをお願いいたします。３点目でございます。ＥＶ車等の利便性向上というこ

とでございまして、急速充電器に対する現状を整理してございます。 

 次のページをお願いします。中長期的な対応として、ナビと連携したＥＶ充電施設の事

前予約ですとか、さらにはＥＶ車の充電状況を踏まえた充電施設への案内などを考えてご

ざいます。また、ＦＣＶ・ＢＥＶトラックの運行状況を共有し、また、そのルート案内を

していくといったこと、さらには休憩時間や燃料補給も考慮した運行管理といったような
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高度なサービスも実現できればと考えてございます。 

 次のページをお願いします。これに対して先行プロジェクトでございますけれども、サ

ービスエリアやパーキングエリアの重点スポットの画像処理によりまして、車両の待ち台

数を把握して、予測待ち時間を車両に情報提供することを考えてございます。 

 次のページ、お願いします。４点目でございます。自動運転トラック支援と一般車支援

でございます。現状でございますけれども、自動運転トラックや一般車への支援の必要性

を整理してございます。 

 次のページをお願いします。中長期的には、車両に対して合流支援情報や先読み情報を

提供することを考えてございます。また、自動運転トラックに対しましては、経路を誘導

したり、また、自動運転トラックを支援する観点から、一般車に対して自動運転トラック

へ配慮を求める情報提供を行うといったことも考えてございます。また、ＳＡ、ＰＡ等で

の自動駐車といったものが実現できればと考えてございます。 

 次のページをお願いします。これに関しまして、先行プロジェクトとして２点考えてご

ざいます。まず１点目でございますけれども、合流車両に対しまして、本線の車両状況を

情報提供して合流支援や注意喚起をしていくということでございます。また、本線車両に

対しまして、合流してくる車両の情報を提供する、また注意喚起を行うといったようなこ

とを取り組んでいければと考えてございます。 

 次のページをお願いします。先行プロジェクトの２点目としまして、いわゆる先読み情

報として、本線上の落下物や事故車両の情報を検知して提供することで、車両が回避しや

すい環境を構築していく、そういった支援を考えてございます。 

 次のページをお願いします。大型車の通行適正化でございます。現状につきまして、大

型車のインフラ老朽化に対する影響や取締りの状況を整理してございます。 

 次のページをお願いします。中長期的な取組としては、車両の重量や寸法情報、そして

道路構造物の損傷状況等と連携しまして、ダイナミックな特車通行を可能とすることを考

えています。また、リアルタイムで通行可能な経路案内と通行不可区間の侵入防止制御を

実施できればと考えております。 

 次のページをお願いします。これに対して、先行プロジェクトとして、車両データを収

集して、車両の重量や軸重を推計して、それが特車の申請内容と合っているかという照合

をかけます。不整合がある場合は重量計へ案内して、重量を計測する、そういった取組が

できればと考えてございます。以上が先行プロジェクトの説明となります。 
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 次のページをお願いします。５点目でございますけれども、次世代ＩＴＳシステム構築

の留意点でございます。 

 次のページをお願いします。システムの構築に当たっての留意点を、通信基盤、アプリ

ケーション基盤、データ基盤、共通・その他というようなことで分けて整理をしてござい

ます。 

 主な論点としましては、通信基盤につきましては、セキュリティーをいかに担保するか

といったことと、通信につきまして、Ｖ２ＮとＶ２Ｉの役割分担をどういうふうに考えて

いくかといったようなことがあるかと認識してございます。アプリケーション基盤とデー

タ基盤にまたがる部分としまして、民間が開発しやすい仕組み、また車載器へ反映可能な

仕組み、協調領域の設定、官の支援、アップグレード可能な仕組みですとか個人データの

利用方法、エッジサーバーと中央集約サーバーの組合せ、データの信頼度確保、各種デー

タの標準化といった論点があるかと思っております。 

 最後、共通・その他に関しましては、リアルタイム性の確保、コストの低廉化、車載器

の普及、海外展開、モバイル機器の普及を踏まえたシステム構築、こういったことが論点

としてあると考えてございますので、今後、検討に当たりまして、この論点に対して整理

をしていければと考えてございます。 

 次のページをお願いします。最後、６点目、今後の進め方でございます。本日これから

議論をしていただく内容を踏まえまして、今年度末に第３回目の次世代ＩＴＳ検討会を開

催させていただき、次世代ＩＴＳのコンセプト案、そして先行プロジェクトの現場実証案

といったことを御提示して、御議論いただければと考えてございます。 

 省略した説明となりましたが、資料につきましては以上でございます。 

【羽藤委員長】  和賀さん、御説明どうもありがとうございました。大変分かりやすい

内容であったと思いますが、ＥＴＣ２.０の復習というところから、具体的に５つのプロジ

ェクトに絞って、社会実験、社会実装を目指してはどうかということと、システムアーキ

テクチャーに向けて、エッジとサーバー側でどういう役割分担するかとかも含めて、いろ

んな課題、方向性の議論があるというお話を御整理いただいたところと思います。 

 それでは、今から議論できればと思っておりますけれども、まず、欠席の委員の皆様か

らいただいた御意見があるようですが、最初に御紹介いただいてもよろしいでしょうか。 

【ＩＴＳ推進室長】  事前に御意見をいただけた委員の方の御意見について御紹介させ

ていただきます。資料２、卓上配付としてつけさせていただいておりますので、そちらを
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御覧になっていただければと思います。 

 まず、雲林院委員からの御意見でございます。３点ございます。全体的な進め方につい

て賛同するということと、日野自動車としても可能な協力をしていきたいという御意見を

いただいております。２点目、ＥＴＣで全てをカバーしようとするのではなくて、ＥＴＣ

／ＥＴＣ２.０の強みや特徴を生かすことが重要である。コネクティッドカー、ドライブレ

コーダー、スマートフォン等の得意な分野があり、互いに連携・協調していくべきという

御意見をいただいております。３点目、先行プロジェクトをはじめ、次世代ＩＴＳで取り

扱う施策は、将来的には自動運転の時代が来ることを見据えて取り組むことが必要。その

中で、今後ＥＴＣはほかのデータと協調する際などのハブの役割を担っていけるとよいの

ではないかといった御意見をいただいてございます。 

 引き続きまして、重野委員からの御意見でございます。こちらも３点ございます。デー

タの鮮度、精度の課題は、ＥＴＣ２.０がＶ２Ｉ通信のみによっていることにも由来。Ｖ２

ＩとＶ２Ｎの役割分担が記載されているが、それぞれの特徴を生かして連携することも重

要な視点。２点目でございます。ＥＴＣ２.０の車載器をつけたエンドユーザーのメリット

について、料金やポイント還元といった直接的なメリットに加えて、テレマティクス保険

などの民間サービスが展開されていくことも重要と考えるという御意見をいただいており

ます。最後、３点目でございますが、この観点から、民間サービスを展開しやすいデータ

基盤などをいかに構築するかも非常に重要な課題という御意見をいただいております。 

 引き続きまして、牧村委員からの御意見でございます。大きく５点ございます。これま

でのサービスは、料金収受をはじめ、有料道路中心のものとなっていた印象がある。次世

代ＩＴＳでは、有料道路だけでなく、一般道も含め移動全体を対象として考えることが重

要。２点目です。現在は車両側に民間プローブデータとＥＴＣ２.０プローブデータの２つ

を収集する機能がついているため、これを１つにまとめ、官民でどういったデータを共有

するかなど、協調領域を検討していけるとよい。３点目、海外では交通財源の持続性、運

営や維持管理の安定確保等の対応として、様々な道路課金が研究・実践されており、次世

代ＩＴＳでもこうした海外の事例も参考にしつつ検討を進めてはどうかという御意見をい

ただいています。４点目です。自動運転車の普及を見据えれば、車線ごとの交通状態を把

握することがより一層重要となる。諸外国では、車線レベルの走行状況を把握するレーン

マネジメントの技術を道路管理者側で持っており、日本でも検討していくべきと考える。

最後、５点目でございます。自動運転の中長期の姿として自動駐車が示されているが、高
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速道路のＳＡ等に加え、一般道路上での駐車も想定しておくべき。例えば、路側に整備さ

れたＥＶ充電施設における短時間の充電向けの自動駐車などが考えられるのではないかと

いう御意見をいただいてございます。 

 最後、吉田委員からの御意見でございます。電動キックボードやシニアカーなど、大き

さや速度も異なる多様なモビリティが実装され、道路交通環境がますます多様化する。さ

らに、こうした多様なモビリティを活用することで、高齢者や外国人などがさらに能動的

に移動しやすくなることが想定される。こうした状況においても、従来の自動車や歩行者、

自転車も含め、全ての道路利用者が安心して、円滑に、より安全に移動できる道路交通環

境を情報通信などを利用して実現してほしいという御意見でございます。２点目、今後の

情報提供サービスについて、一般ドライバーがより安全に運転できるように、情報を充実

させることは重要であるが、情報の過多に留意する必要あり。ＡＩ技術等を活用し、必要

なときに必要な情報を提供できるよう、ドライバーの受容性や快適性の観点で留意してほ

しいといった御意見をいただいてございます。 

 その他の欠席委員に関しましても、本日の検討会を踏まえて御意見をいただければと考

えてございます。 

 以上でございます。 

【羽藤委員長】  どうもありがとうございました。欠席の委員の方々については、今お

話があったような意見でございます。かなりやはり供給サイド、需要サイド双方にメリッ

トができる形というのが、いわゆるプラットフォーマービジネスというところでは重視さ

れておりますけれども、そうしたことに対する配慮が次世代ＩＴＳでは必要不可欠といっ

たような御意見も多かったですし、牧村委員のお言葉なんかを見ていますと、かなりいろ

んなことを想定して、レーンのマネジメントとか、あるいは料金なんかも、これは道路局

さんが非常に得意としているところだとは思いますが、様々なことを考えながら、それに

対応づけたデータの形、あるいはアーキテクチャーを検討していってはどうかといったよ

うな意見も非常に目についた次第です。欠席の委員の方々、本当に御意見ありがとうござ

いました。 

 それでは、御出席いただいている委員の方々から次に意見をと思いますけれども、今か

ら当てて、誰かと思いますが、今、佐藤さんがにこやかな笑顔をされていますので、それ

では、佐藤さんから御意見をお願いいたします。 

【佐藤委員】  いすゞ自動車の佐藤です。よろしくお願いします。前回参加したときは、
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２０４０年の道路の景色が変わるというように言って、こういった夢のある道路を子供や

孫たちに残したいみたいな発言をしたと思います。検討が進んで、より現実的な提案が出

てきているわけですけど、４０ページのところ、取り組むべき先行プロジェクトというと

ころで案が提示されています。この中の④の「自動運転トラックへの合流支援・先読み情

報提供」というところは、来年の１０月から行いますＲｏＡＤ ｔｏ ｔｈｅ Ｌ４のマ

ルチブランドの実証実験、こちらで一緒にやらせていただいて、有効な使い方ができるか

どうかというところをやっていきたいと思います。自動運転のほうは、走るだけなら何と

かなりつつあるんですけれども、周りの自動車との協調、あるいはより安全な自動運転と

いうところをやるために、やはりインフラ連携というところはマストだと思っていますの

で、ここは連携して、うまい形で進めて実証していきたいと思っています。 

 ただ、我々大型車ですので、重くて、なかなか止まれないというか、止まるのに時間が

かかる、距離がかかる、加速も遅い、レーンチェンジも時間がかかる、距離も必要という

ことで、先読み情報というところが非常に重要になってきます。それとともにリアルタイ

ム性というところは必要になってきますので、そこら辺を今回の実証実験で十分検証させ

ていただいて、どういった形で情報をいただければ、より安全な自動運転ができるのかと

いうところを一緒に検討させていただきたいと思っています。 

 あと、全体を通じてデータ連携の話がたくさん出てきているんですが、これもアイデア

はいっぱい出てくるんですけど、やろうとするとなかなか難しくて、今、車のデータとい

うのはほとんどが、乗用車も大型車も、多分各社のＯＥＭのサーバーにテレマで上がって、

そこで何らかのサービスを提供しているという形だと思います。全てのデータが多分、少

なくともいすゞに関しては全てのデータを上げているわけではなくて、言い方は悪いです

けれども、我々が商売に使えるデータだけ上げていたりして、ほかで必要なデータという

のは、それなりに車側もサーバー側も手を入れないとできないですし、あるいはサーバー

から出すのはＡＰＩ連携をすると思うんですけれども、そこも何らかのきちっとした決ま

り事を決めていかないと、各社違うやり取りになってしまうことがあって、データ連携と

いうところも、テレマティクス各社はやっているんですけれども、やっぱりＯＥＭから同

じようにデータを取ってこようとするといろいろと問題があるところは御認識いただけた

らと思います。 

 以上です。 

【羽藤委員長】  データ連携のところは、皆さん非常に実感しているところだと思いま
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すので、社会実験、相当この中でもやっていくことになりますから、そこである種のアー

キテクチャーというか、考え方をしっかりと出していくところまでは持ち込まないと絵に

描いた餅になりますので、そこは非常に重要かなと思いましたし、なかなかトラックが急

には止まれないという話は身につまされる話でありますが、これも社会実験を具体的に行

うことで、どういった先読みの情報がどれぐらい効果があるのかというところが数値で具

体的に上がってくるとすれば、それをもってしてタイムラインの中にのせて、どういう目

標値の中でシステムを開発していくべきかというところも見えてこようかと思います。あ

りがとうございます。 

 続きまして、日産自動車の村松様、お願いしてもよろしいでしょうか。 

【村松委員】  日産自動車の村松です。まず、もともとの２０４０年の道路の景色が変

わるというところで２４のアイデアがあった中から、時間軸で５つの先行プロジェクトと

いうところにプライオリティーがついて整理されてきたのかなと感じています。その中で、

前半のほうはどちらかというと社会課題で、真ん中のカーボンニュートラルのところ、こ

れは弊社のお客様からもよく言われる、ＥＶ導入に当たってこの辺が不安だというところ

に対してかなり有効なことじゃないかと思いますので、これはぜひ実現していきたいとは

思います。ただ、この先行プロジェクトで挙げていただいたものは、解決すべき課題は明

確で、あとそれをどう解決するかというソリューションに関しては、またこれから論議し

て一緒にやっていけたらと思います。 

 あと、ちょっと先の話になりますけれども、システム構築に当たっての課題というのが

最後のほうにあったんですが、システム構築した後の実装場のときに、やっぱりビジネス

モデルというのはどうしても問題になると思っていて、一旦世の中に出したら、それをず

っとサステナブルにしていきたい。そうすると、きちんとしたビジネスモデルがないと成

り立たないので、そこも並行して考えていかないといけないと思っています。 

 以上です。 

【羽藤委員長】  確かにいろんなビジネスモデルが出てきていますし、うまくいくもの

もいかないものも、かなり法的な規制を組み替えることでうまくいったりいかなかったり

というところもありますので、その辺りを見越しながら、アーキテクチャー、ビジネスの

絵図をしっかりしていくというところ。あとＥＶのところは、特に充電のデータとかもた

まっているところでありますので、それをしっかり分析しながら、カーボンニュートラル

のところ、非常に重要なテーマですので、実験の中で結構いろんな成果も出てくると思い
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ます。これ、ぜひ商品化というか、次世代ＩＴＳの中では達成すべき目標として社会実験

も力を入れていければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、続きまして、本田の髙石様、お願いいたします。 

【髙石委員】  本田、髙石でございます。今回整理していただきまして、先行プロジェ

クト案、かなり網羅的で重要な観点が注視されているのかなと思っています。その中で、

交通事故ゼロというところが私の関心事項ではあるんですが、２０３０年、４０年を想定

すると、車両側のＡＤＡＳ、ＡＤ技術がどんどん進んでいくんですけれども、最後に取り

残されてしまうのがやっぱり歩行者、自転車、交通弱者ですね。交通弱者をいかに最後守

っていくか、もしくは交通弱者も一緒に力を合わせて安全をつくっていくかということが

非常に重要な協調安全社会になると想定できるんですが、その場合に、車載器を交通弱者

が持つのは非常に難しくなってくるので、やはりここに書いてあるように、スマホ等のよ

り身近な通信デバイスを使っていかなくちゃいけない、そういうことが課題になってくる

と思うんですが、そうすると、通信方式含めてどういうチョイスをしたらいいかとか、そ

ういうところも一つの重要な課題になってくると思います。 

 特に子供の飛び出しとか、そういうことを想定すると、より幅広い普及する技術が必要

になってくることが想定されます。さらに、データの扱い方として、交通弱者になればな

るほど、変な言い方ですけれども、機械ではないので人間って反応が鈍いんですね。とい

うことは、リアルタイムというのが非常に重要になってくるんですが、それを超えてさら

に、ほかの領域では入っていますが、予兆する領域まで踏み込んでいかないと、恐らく間

に合わないんですね。自動運転のように、何かリスクがあったらすぐ反応するということ

は機械でないのでできないですから、そういうことも踏まえたデータの扱い方、加工の仕

方と言ったらいいんですかね、そういう領域まで入り込んでいかないと、真の交通弱者を

守るという新しいシステムはなかなかできないんじゃないかと思っていまして、だから、

そういう領域まで含めた新しいシステムの構築等がここでできるといいなと考えたりして

おります。 

 私からは以上になります。 

【羽藤委員長】  今年のＩＥＥＥがほぼほぼ９割ぐらい自動走行の研究発表が多かった

んですけど、キーノートで歩行者の行動予測のフクゲンドーンという交通系の研究者の発

表があって、歩行者の予測を自動微分とか使ってやるんですけど、そこの技術開発が重要

だということを発表されて、物すごく大きな関心を呼んでいました。だから我々、自動走
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行、次世代ＩＴＳというときに、道路なので車中心でいくんですが、やっぱり交通弱者、

歩行者の予測、あるいはどういうふうにしてそれを実現するのかというところに関しては、

この社会実験の中でも①に属することになるかと思うんですが、根本的に自動車メーカー

さん、車中心ですが、歩行者って誰も担当のところがいないので、やはり道路局さんなん

かで考えるべき非常に重要なテーマだと思いますので、カリフォルニアなんかでも事故が

かなり相次いでいて、ただコンプリートストリートみたいな関係もあって非常に関心が高

いところでありますので、ほこみち制度とかゾーン３０というところでのノウハウもある

と思いますから、ぜひそういうものと結びつけた支援、新しい次世代のＩＴＳの在り方を

この中でも議論して、アーキテクチャーを固めていければと思います。ありがとうござい

ます。 

 それでは、トヨタ自動車様からぜひよろしくお願いいたします。 

【木津委員】  御説明どうもありがとうございました。前回からすごく整理していただ

いたなと感じております。ここまで整理していただいたのですごく感じるんですけれども、

①から⑤の中で、ＥＴＣ２.０も含めて、今の路側機と車載器のシステムを使って、インフ

ラ側でプラスアルファのセンサーとかいろんな仕組みの追加は必要かもしれないですけれ

ども、今のＥＴＣ２.０の仕組みでできることって結構あるんじゃないのかなとすごく思

いました。ですので、車を開発する立場でいつも申し訳ないと思っているのが、車載器が

なかなか足が長くて、売った車が、ころころころころ使えなくなるとそれもまた大変だと

いう、我々のビジネスの勝手な都合をいつも申し上げて申し訳ないんですけれども、路側

機と車載器で通信できるのって、恐らく警察庁さんの光ビーコンと、２.５ギガ、もうない

と思いますので、ＥＴＣの１.０と２.０と、あとＩＴＳコネクトの３つぐらいだと思いま

すので、それを使ってできること、それをうまく組み合わせてできること、全く新しいも

のがないとできないこと、その辺りを整理すると、すぐにでも、すぐにでもはちょっと言

い過ぎかもしれないんですけれども、やらせていただけるものがあるのじゃないのかなと

すごく思いましたというのが１つ目です。 

 あと歩行者端末、弱者保護も、３月に私、発言させていただいたのを今思い出してしゃ

べっていますけれども、弱者向けの端末も結構、いろんなベンチャーさんであるとか、そ

ういったところが出していただいて、帽子のつばにつけたりとか、そういうのもあります

ので、そういうのもうまく活用できればと思うんですけれども、先ほどもありましたけれ

ども、ビジネスモデルという観点で、例えばスマホのアプリとか、ちょっとした端末をイ
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ニシャルで何とか、ある地域でお配りするというのは、何かやりようがあるのかもしれな

いんですけれども、やっぱり最近、皆さん御苦労されているサーバーの維持管理というん

ですかね、ランニングコストが本当にばかにならなくて、例えばＶ２Ｎになりますと、ま

さにネットワーク側でＡＷＳとかなんとかとか構えないといけなくて、多分皆さんすごい

お金をランニングコストで、いろんなことで払われていると思いますので、その辺りをど

ういう形で、この１から５のシステムで、実証実験の後に永続的にやっていくためのサー

バー側も含めた維持管理費が悩ましいと思って聞いておりました。 

 以上です。 

【羽藤委員長】  ありがとうございます。前回も、枯れた技術の水平展開みたいな話が

あったかと思いますけれども、今ある電波をどう使うのかというのは極めて重要な問題で

すので、７６０メガヘルツまで含めて使えるものと、あと５Ｇとか６Ｇとかの世界の中で

どういうふうに組み合わせれば何ができるのかというのは、現時点でもかなり明確に引け

ると思いますので、これを意識しながら社会実験で潰していくというところ、可能性のと

ころを、課題を潰していくというところ、非常に重要だなという気がいたしました。 

 あと、民間の方々がすごく負担が大きくなってきている。サーバーだけでは恐らくない

と思うんですけれども、通信も含めて、どこを国が支援することができれば、壁というか、

バレーを越えられるのかというところ、これがもうちょっと明確になると、みんなが乗っ

てくる、二面市場としてうまくいくようになるので、そこを外してしまうと、みんながお

見合いして、結局始まらないというところになりますから、このつぼをぜひ、本音を皆さ

んからも言っていただいて、目標のところを決めて、システムアーキテクチャー実装とい

うところに持っていくことが一番重要だと思いますので、もう一歩踏み込んだところを社

会実験、今年度もやっていると思いますが、そこから浮かび上がらせて、目標像共有のと

ころまで持ち込んでいきたいと思います。ありがとうございます。 

 それでは、大学の先生、先か後かっていつも悩むんですが、後にさせていただいて、そ

うすると、何となく、河村さんと目が合いませんけど、河村さんから順番によろしくお願

いいたします。 

【河村委員】  御指名で、ありがとうございます。御説明ありがとうございます。今、

機構では、高速道路会社さんと一緒にＳＡ、ＰＡをどう機能強化していくのかという観点

から少し議論していまして、そういう切り口から今日の資料を見ていて気づいた点としま

して、プロジェクトの３つ目でＥＶ車の利便性向上ということで、カメラ画像で画像処理
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して台数を検知して車両側に、走行している車両に路側から情報を伝えるという、そうい

うサービスを御提案いただいています。例えばＥＶ車だけではなくて、確実な休息機会の

確保というところで言えば、どれだけ駐車場が埋まっていて、まさに今、予約駐車マスで

すとか短時間駐車マスですとか、あるいは有料駐車マスですとかいろいろトライしていこ

うという中で、そういうところとの連携で、もう少し広い２０２４年問題ですとか、そう

いったところにも対応するような、あるいは、使う側がもう少し広くメリットを享受でき

るようなサービスがもしかしたらできるかもしれないなというのを少し気づきましたので、

また連携させていただければと思います。 

【羽藤委員長】  確かに投資計画というんですかね、施設の更新とか投資の計画が、Ｅ

Ｖの車両もどんどん仕様も変わってきていますので、マッチするような充電器をどんなふ

うに計画していくかというのは、国の普及の計画の中でも位置づけていかないと思います

ので、その辺りをこのシステムの実験と併せて御検討いただくこと、極めて重要かと思い

ました。ありがとうございます。 

 それでは、東日本高速様、よろしくお願いたします。 

【中西委員】  東日本高速道路、中西でございます。本日、御説明大変ありがとうござ

いました。進め方に関しましては、全く賛同する立場でございます。特に、前回の資料の

中に、官が持っているデータと民が持っているデータというパワーポイントが１枚あった

と思います。ぜひそういう世界が実現できたらなと私どもも思っているところで、先ほど

羽藤先生も言ったように、その設備を誰がシステムとしてつくるのかというのが一番の問

題になるかと私どもも思っています。特にＥＴＣ２.０のデータと自動車会社さんが持っ

ている民間プローブのデータをどう同じ土俵に乗っけるか、それを誰がやるのか、どんな

システムをつくるのかというのが非常に悩ましいところだなと思います。ただ、それがで

きると、いろんなサービスができるのではないかと個人的には思っていまして、個人情報

の問題とかいろいろ超えなきゃいけないハードルもあります。道路管理側の立場からでも、

例えば先ほどの駐車場の満空情報も、大型車に関して今非常に駐車スペースが足りません

という状況に直接面しておりますけど、休憩施設に駐車しているデータは自動車会社さん、

きっと持っていると思います。例えば、いすゞ自動車がどこの駐車マスに止まっていると

いうところも、極端な言い方をすれば分かるのだと思います。ただ、いすゞさんのデータ

だけだと、他のメーカーの車もあるので休憩施設の駐車場全体どうなっているのか実は分

からないので、ぜひそういうようなデータプラットフォームをつくって、そこにプローブ
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のデータ、あるいはコネクティッドになっているのであればＣＡＮデータの急制動がどこ

にあったかとか急加速とか空転の情報など、あるいは、ＥＶ車を考えると、走っている車

のバッテリー残量がもし分かるのであれば、そういう情報もプラットフォームに載っけて

いただけると、それをうまく活用すると、例えば、この先どこの急速充電器が混んでくる

のかなど多分で予測できるのではないかなって思います。新たなサービスとして利便性な

ど向上するのであれば、そういうプラットフォームをつくるというのは非常に意義がある

ことで、それを活用していかに利用者にとって便利になることをわかりやすくうまく打ち

出していくことが重要ではないかと思います。 

 そのため、やはりデータプラットフォームを、どうやって皆さんで合意して、私どもの

データとＯＥＭさんが持っているデータをどうやって載っけるのかということが非常に大

きなハードルなのかなと思っていて、ぜひ皆さんで知恵を出して、うまく連携して実現で

きればと思っている次第であります。 

 以上です。 

【羽藤委員長】  ありがとうございます。鉄道のほうはＳｕｉｃａから始まって、どん

どん、どんどんつながっていってというところがあったりしましたけれども、道路交通の

場合も、まず押しなべて引いてみると、仮にですが、こういうつなぎ方をしたらどうなり

ますか、皆さんと問いかけられるようなアーキテクチャーを書いていけば、今、中西様か

らお話があったようなことも、これはいいけど、これはちょっと難しいよねとか、やっぱ

りＣＡＮデータあったら、こういうふうにマネジメント、事故の制御とかもできるのでい

いよね、だったら、これはこういう形かなとか、いろいろ議論できると思いますので、ぜ

ひそうしたところを具体的に絵図を描いていければと思います。ありがとうございます。 

 それでは、中日本高速様、お願いいたします。 

【宮西氏（合田委員代理）】  本日、合田の代理で参りました宮西と申します。先ほど御

説明いただきました内容の全体に関して、私どもも特に異論はございません。その上で２

点お話をさせていただきますと、まずＥＴＣ２.０の分かってきた課題の中で、データをど

のように活用するかというお話がございました。これに関しては、私どももまだ深掘りで

きる余地があると、そのように考えていまして、現在、高速道路上の事象をいち早く私ど

も自身が察知するという、全線監視と言っておりますけれども、そういったプロジェクト

を進める中で、ＥＴＣ２.０の車両挙動のプローブデータなんかももちろんですし、それら

のリアルタイム性を補足するために、高速道路の路肩に埋設してある光ファイバーを活用
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したセンシングといったものを併用しながら、高速道路上での出来事をいち早く捉えよう

としているところです。 

 ただ、そうしたインフラ側の既存のものを総動員しても、なかなか事象の細かな内容ま

では分かり得ないというところに、現状、ある程度限界を感じているところでして、そう

いう中では、先ほど東日本さんからもお話があったように、車側からのＣＡＮデータなど

といったデータをいかに道路管理に活用できるか、そういうところを私どもも興味を持っ

ているところです。 

 また２点目としては、先行プロジェクトで御紹介をいただいた内容に関してですけれど

も、この中には、自動運転ですとか、私どもも既に一部取り組もうとしているものもござ

いまして、そういうものに関しては、今後、先行プロジェクトとしての熟度が上がってく

る中で、私どもとしても調整をさせていただきながら、それらがよりよいものになるよう

に協力をさせていただければと、そのように考えております。 

 私からは以上です。 

【羽藤委員長】  ありがとうございます。やっぱりＣＡＮデータが結構、皆さん期待が

高いんだなということがよく伝わってきますので、具体的にもう挙がっていますから、プ

ラットフォームをどういうふうにつくったら、誰がどういうふうに負担して、どう維持し

ていけるのかというところを含めて、引けそうかなという気がしますので、ありがとうご

ざいます。 

 それでは、西日本高速様、お願いいたします。 

【本園委員】  西日本高速の本園でございます。今回からの出席になりますので、よろ

しくお願いいたします。いろいろとお話しいただきまして、ありがとうございました。そ

の中で皆さん、主に共通しておっしゃられていることなんですが、データをいかにリアル

タイムで吸い上げて提供していくのかというのがこれからの課題だと思っております。挙

げていただきました先行プロジェクト、スタックとかＥＶ、自動運転とか、あとは大型車

の軸重計測の問題、今にも問題になっているような事項なので、道路会社としても早々に

対応したいと考えておるところでございます。ただし、瞬時にデータを吸い上げるという

のはなかなか難しくて、全線全て瞬時に管理できているというわけではございません。恐

らく、走っている車が今、かなり情報を吸い上げてきてくれていると思っていまして、先

ほどいすゞさんから話がありましたように、いろいろなデータがあるけれども、それを全

て上に上げているわけじゃないし、自分たちにまず役に立つデータから上げているという
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ところもあるので、ひょっとしたら上がってないデータでもいろいろ使えて活用できるの

かなという形もあろうかと思っております。 

 それをいかに今度吸い上げて、瞬時に判断して上げていくかというのは重要な課題にな

っていくかと思いますので、これからやはり双方、民間とＥＴＣ、ＥＴＣ、いろいろでき

なかったことってあるとは思うんですけれども、それはできなかったことじゃなしに、今

の時点でちょっと負けていることなので、今後うまく連携して使っていけば、またそれが

うまく活用できて、ＥＴＣができることに変わっていくと思っていますので、そこは御協

力して進めさせていただければと思っております。 

【羽藤委員長】  ありがとうございます。ＥＴＣ、でも、実装してこれだけ動いていま

すから、よく実装されたと思うんですよ。だから、それをやった経験があるということは、

もう一段次世代ＩＴＳもできるだろうという信頼はあると思いますので、もう一回一致団

結するというところと、リアルタイム性のところはなかなか難しさも感じておられるとこ

ろがあると思いますので、エッジで処理するところと通信のレートのところも含めて、具

体的に引いていけば描けると思いますので、それでまず描いてみて、社会実験を通じた課

題も出しながら進めていければと思います。ありがとうございます。 

 それでは、首都高速さん、よろしくお願いいたします。 

【渡邊委員】  首都高速、渡邊です。ちょっと感想めいた話にもなってしまうんですけ

ど、今、首都高だけじゃなくて６社でＥＴＣの専用化をやっておりまして、今、９８％が

ＥＴＣ利用率、それを専用化ということになりますので、実質、全ての車が何らかの車載

器を積むような状態の実現を目指しているということになります。ということはすなわち、

首都高で言えば、首都高に入ってくる車が全て何らかの機能を持った車載器を積んだ状態

が実現するということになりますので、その車載器、ＥＴＣのつくり込み次第では、世界

的にもないような交通環境になるんじゃないかと思っています。だから、それは道路管理

だけじゃなくて、まさに交通制御等も含めた可能性もある環境が生まれるんじゃないかと

思いますので、ＥＴＣ車載器のつくり込みをどういうふうに工夫するのかということは非

常に大きな話なんじゃないかなと思っています。 

 ただ一方で、今、首都高でスマホアプリも実はつくっていまして、まだそんなに普及し

てないんですけど、ドライバーの方、スマホアプリでリアルタイムに渋滞状況が反映され

るような仕組みにもなっていまして、それを見ると、渋滞状況の確認とか、あと所要時間

検索もできるような話になっているので、要は、車載器を使った統一的な取組とスマホア
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プリを使った取組みたいなものをどうやって使い分けで役割分担させていくのかなという

ところはまだ、うちの会社の中でもそんなに整理されているわけじゃないので、こちらの

動きを見ながらうまく役割分担して、お客様が使いやすいような情報提供というものをつ

くっていくということなんだろうなと。すいません、漠とした方向ですけど考えていまし

た。 

 もう１個は、いろんな実験をやる上で、ぜひ首都高を使ってほしいなと思っています。

首都高って交通量も多いですし構造も特殊なので、ＯＥＭの皆さんと話をすると、特殊な

環境で実現できてもねというようなお声も多々聞きますが、ただ、首都高は東京ですので、

現場計画上は非常にいいと思いますので、ＰＲ効果もあると思うので、ぜひ首都高をここ

にある実験のフィールドとして活用いただければいいと思いますし、その辺の協力はした

いと思っています。ちょっと感想チックでありますけれども。 

【羽藤委員長】  ありがとうございます。車載器の売行きも含めて今、やっぱりスマホ

の依存度がかなり高くなっていますので、どういうアーキテクチャーを描くかというとき

に、車載器前提なのか、スマホというものを、デュアルも含めてどういうふうに考えてい

くのかということは非常に重要な問題ですし、ここにはユーザーの方という視点が少し弱

くなっていますので、いろんな消費者の方々の感覚みたいなこともやはりよく考えていか

ないといけないのかなと。ただ、全てが自動化というか、通信ネットワークの中に乗っか

っている状態で管理ができるというところは、未来の道路として非常に可能性が広がる話

ではありますので、その辺り、もうちょっとよく議論していく必要があるのかなと思いま

した。ありがとうございます。 

 それでは、飛ヶ谷さん、おられますか。お願いします。 

【飛ヶ谷氏（大儀委員代理）】  本日、大儀の代理で出席させていただいております阪神

高速の飛ヶ谷でございます。私も少し感想めいた話にはなるんですけれども、先行プロジ

ェクトである合流支援であったり先読み情報であったりというところで、阪神高速では特

に分合流が多ございますので、事故ももちろんそうなんですけれども、事故に至らないま

でも、合流摩擦の発生による渋滞の発生を低減するだとかにも、役立つということで非常

にいいんじゃないかと思っておりました。 

 ただ一方、先読み情報の中で落下物の検知等ございましたけれども、落下物といっても、

いろいろな落下物がございますので、いかに素早く精度よく検知するのかというのは今後

の課題なのかなと思っておりました。 
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 あと、牧村委員も言われておられたんですけれども、道路会社が車線変更挙動であった

り、個別車両の車線レベルの制御に積極的にアクセスできるという手段は今のところ少な

いと言わざるを得ないので、今後そういったところもシステムの中に組み込まれていくと

いいのかなと個人的には思ってございました。 

 一方で、コストの低廉化が今後の課題というところで、先ほどからＮＥＸＣＯさんとか

も言われているように、車のデータであったりとか個人との連携、スマホの連携も今後の

主な論点というところに挙げられてございましたけれども、こういったものを連携してい

くことによって、何でもかんでも高速道路会社の施設でやるというのではなくて、そうい

ったことをうまく組み合わせることでコストの低廉化が図れるのではないかと思っており

ました。 

 また、前回も議論になっておりました混在状況、自動運転車と一般車両が長い間混在す

るんじゃないかというところで、時代時代によって恐らく混在状況のパーセンテージは変

わっていくと思ってございますので、そういった一般車も含めた効用の最大化というか、

制御であったり、いろいろな情報提供であったり、そういう効果を最大化していって、逆

に情報を提供することによって一般車が混乱をしてしまうといったことがないように気を

つけていかなければいけないと思ってございました。 

 以上でございます。 

【羽藤委員長】  飛ヶ谷さんの今の御意見は、首都高速さんもそうなんですけど、オリ

ンピックの際に、オリンピックレーンとかやられて制御したり万博のときの制御みたいな

こともありますが、レーン制御とか、あるいは自動走行の専用レーンであるとか、はたま

た、それが課金として別の料金を徴収するとか、鉄道の中ではかなり、全指定にして高い

料金を取るみたいな考え方は結構一般化しつつあるわけですけれども、そうしたところは

技術的には恐らく、なかなか今難しいという判断なのか、難しいけど、技術的に面白そう

だからやってみたいとか可能性があるとお考えなのかという、その辺りは、飛ヶ谷さん、

どうでしょうか。 

【飛ヶ谷氏（大儀委員代理）】  もちろん自動運転専用レーンというのが、自動運転が進

んでいく先の選択肢にあるとは思うんですけれども、我々として今、例えば個別の車両が

どちらの車線にいるのかとか、どっちに行ってほしいのかというのを、やはりリアルタイ

ムで個々の車両にアクセス、こっちに行ってくださいよとか、先ほどの先読み情報でよけ

てくださいよ等もあったんですけれども、そういったことが今、リアルタイムでアクセス
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できる状況にないということなので、そういったものを今後アクセスできるようになって

いけば、より制御の幅であったり情報提供の幅が広がっていくんじゃないかなというふう

に、個人的な感想として思いました。 

【羽藤委員長】  ありがとうございます。重要な問題提起ではなかったかと思います。

ありがとうございました。 

 それでは、同じオンラインですけれども、リンクデータの下山委員、いかがでしょうか。 

【下山委員】  ありがとうございます。私のほうからは、特に民間側でデータの標準化

やデータの連携やデータマネジメントと言われる分野を主に技術的な観点から、いろいろ

行政側をサポートしている立場として申し上げさせていただくと、主に４点ほどあるんで

すけれども、まず、関連行政や民間サービスの連携の部分に関しまして、特に３０ページ

目で挙げていただいていた関連行政サービスとの連携の例で、車両登録情報というものが

出ていたと思うんです。この車両登録情報、この先、様々なデータと連携して活用される

べきデータだと特に考えていまして、例えば、安心・安全確保のために、先ほどほかの委

員の方からも予測が重要ということもおっしゃっていただいていたと思うんですけれども、

所有者の属性情報を使って、安全運転がどれくらいできるか、逆に言うと交通事故が起こ

る可能性とかを、ある程度予測ができる、リスクを予測できる面が出てくるんじゃないか

とか、あとはカーボンニュートラルの件にもつながると思うんですけれども、例えば所有

法人情報というものが車両登録情報から取れるはずなので、この先、プローブデータとし

て、どのぐらいエコ運転ができているかとか、どのぐらいカーボンニュートラルを意識し

たような運転の仕方であったり、あとはどのぐらい走行しているかとか、そういった実績

データがプローブデータとしても連携されてくる可能性があると思っているんです。現在

はプローブデータとしては取れないということは存じ上げているんですけれども、今後車

両登録情報と併せて、どのくらい全体としてこの地域でカーボンニュートラルが達成でき

たかとか、そういった評価をするためにも使えるデータになってくると思うんです。 

 今回、「データ連携」というキーワードがたくさん出てきているんですけれども、今、「分

野間データ連携基盤」という言い方もするんですが、特にカーボンニュートラルのように、

分野を超えて連携しないと達成できない目標というものがあるわけですよね。企業であっ

たり行政であったり、本当に民間のいろいろな方々が関わる、それでようやく全体の評価

ができるというようなもの、これ、特にデータ連携基盤が必須で、それがないと実績が把

握できなかったり現状把握ができなかったり効果測定もできないということになるので、
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特に行政側で持っているものも個人情報をうまく、個人が特定されないような形にしつつ、

必要なデータがちゃんと取得できるようにと、そういった仕組みをつくっていく必要があ

るんだと思います。 

 あと、２点目については、４０ページ目の「取り組むべき先行プロジェクト（案）」とい

うことで挙げていただいたところに関しまして、特に安全・安心のところ、この辺り、ス

マホアプリとの連携というのも重要な観点だと思うんですけれども、既存のインフラをう

まく生かした情報提供の仕組みも考えられたほうがいいのかなと、今日お伺いしていて思

ったんです。例えば４２ページ目の例のところで、例えば歩行者側への、交通弱者の方へ

の情報提供の在り方として、最近、スマホを見ながら、歩きスマホをしている方とかもい

るので割と伝わるかもしれないんですけれども、緊急の、本当に車両が接近している情報

とかは、そこでは間に合わない可能性もあるので、例えば信号機、音声を発信する機能と、

あと通信機能を持っているもの、もしくはこの先、通信インフラを整備してリアルタイム

情報を連携できるようにすれば、信号機から異常を知らせるような音を出したりとか、ほ

かの情報提供の方法もうまく考えていただけると、より安全・安心確保というものができ

るんじゃないかと、広がりますね。既存のインフラもうまく使っていく方法がないかとい

うところです。 

 あと、５８ページ目に関して３点目、４点目があるんですけれども、論点として幾つか

挙げていただいている中で２点ほどあるんですけれども、まず、データ基盤に関する論点

として追加で必要になるかなと思うのが、今、データの信頼度というところも挙げていた

だいているんですけれども、もう少し総合的な表現にすると、データ品質の確保という言

い方になるかと思うんです。特にほかの論点で挙げていただいている民間アプリケーショ

ンを開発しやすくするとか、あとは、海外展開とかも含めたときに、実際に連携させるた

めのデータの品質が確保されていることはある程度保障しなければいけないと。そのとき

の基準として、参考情報としては、ちょうど内閣府からデータ連携基盤のためのデータ品

質管理ガイドブックというものも公開されているので、今年の９月２６日に公開されてい

るんですけれども、内閣府の地方創生班から公開されているデータ連携基盤のためのデー

タ品質管理を検証したり計画を立てたり、あと実際の評価項目も書いていたりするので、

こういった国際標準に従った基準を用いて、きちんとデータ品質を確保されている。例え

ば信頼性だけではなくて、一貫性とか可用性、いつでもアクセスして取れるかどうかとか、

そういった項目の評価ができると、様々な、これから民間企業がアプリケーションを開発
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したり、あとはもしかすると海外のいろいろなベンダーとかアプリケーション開発者とか、

そこも含めて利用がしやすくなるだろうというものが１つあります。 

 あと最後、４点目なんですけれども、民間がアプリケーションを開発しやすい仕組みと

いうことを挙げていただいていまして、この中で検討したほうがよいと思われることが、

特に、テストベッドやテストフィールドを提供していくことも検討いただいたほうがいい

かなと思うんです。例えばスマホアプリであったりＩｏＴキーとの連携とかスタートアッ

プが得意とする分野もあったりするわけで、特にユーザーにとっては、自分に合ったサー

ビスが得られるように選択肢が充実していくことって重要だと思うんです。そうすると、

この先、例えば、プローブデータを使ってどのようなサービスを開発するかとか。どうし

ても小規模な企業になるほど、そういった参入障壁が大きくなってくる。自分で実証フィ

ールドを用意することができなかったりするので、それは公的機関として、ある程度実証

できるフィールドを提供したり、あとは実証できる仕組み、テスト用のテストデータをす

ぐに本番環境と同じように使えるようなものとか、そういったものを整備されることでよ

りサービスが充実してきて、最終的に様々な市民の方々も使えるようなものができてくる

という世界が実現できるんじゃないかと。 

 あと、スマホアプリというものもこの先、遠い将来を考えると、また新しいインフラが

出てくる可能性もあるわけですよね。スマートフォンというものではなくて、また別の情

報媒体が出てくる可能性とかが出てくるので、そこも踏まえて多様なサービスが、できる

だけ素早く技術の進展に合わせて出てくるようにというようなところで、そういったフィ

ールドを用意するのもいいんじゃないかと思います。 

 私のほうでは以上になります。 

【羽藤委員長】  どうもありがとうございました。様々なデータを共同利用していくこ

とになりますので、保障というような観点で、既にいろんな基準、考え方がガイドライン

として出ておりますから、それに加えて、それを当たり前としながらも、次世代ＩＴＳの

中でどういうふうに共通のルールをさらにいいものにしていくかというような観点も、ぜ

ひ様々な分野の方から指導を仰ぎながら進めていければと思います。ありがとうございま

す。 

 それでは、嶋寺委員、お願いしてもよろしいでしょうか。 

【嶋寺委員】  嶋寺です。弁護士の立場から関心がありますのは、やはり民間サービス

との連携の部分と、もう一つは個人情報の利用の部分です。民間サービスのところについ
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ては、もう既に多くの委員からもお話が出ていますけれども、スマホアプリとの連携であ

るとか、そういう問題もありますが、やはり将来的な普及を考えたときには、民間サービ

スとの連携は非常に重要になってくるのではないかと思います。今のＥＴＣ２.０でもで

きるのではないかというところにとどまってしまうと、なかなか機器の入替えが進んでい

かないということになってくると思いますし、今、スマホが普及して、これだけ無料のア

プリが広がってくると、なかなかお金をかけてということになりにくいということがあり

ますので、そうするとやはり民間サービスがＥＴＣを活用することによって受けられる、

これによってＥＴＣのサービスの魅力を増していく、こういうことを考えていく必要があ

るだろうと思っています。 

 その関係でやはり個人情報が非常に重要になってくると思っておりまして、今回の先行

プロジェクトの５つに関しましても、個人情報と必ずしもリンクしないものから、個人情

報に関わるものの両方が混在しているという印象を持っています。例えば、車の接近情報

というのは必ずしも個人情報とは呼ばないと思いますが、その中の車両データ、運行デー

タみたいなものを多く集めて、それが居住地の情報とつながってくるとか、こういうこと

になってくれば、個人情報性が出てくるという問題があると思いますので、やはり将来的

には、個人情報を積極的に利用することを想定に置きながら、この先行プロジェクトも進

めていく必要があるのではないかと感じております。 

 遠い将来の民間サービスとの連携で言えば、個人から同意を得て全てやっていくという

ことになると思いますが、先行プロジェクトのレベルで見ると、比較的地方公共団体との

連携であるとか、公益的な渋滞の解消であるとか災害情報の共有であるとか、ある意味、

運転者自身に跳ね返ってくる、自分の利益になるところもあると思いますので、そういう

意味では必ずしも個々人から同意を得なくても、この範囲であれば活用できるのではない

かというような検討も可能ではないかなと思っております。 

 その意味では、今回の先行プロジェクトの中で必ずしも触れられていませんが、この中

で取得する情報の一部に関して、もともとの利用目的との関係を整理しておく必要がある

と思います。個人情報に関しては基本的に利用目的の制限がありますけれども、一定の範

囲で、もともと想定していた内容から合理的に予想されるものについては、同意を得るこ

となく利用目的を広げていくことも可能になっておりますので、そういう観点では、公益

的な目的のために個人情報の利用範囲を広げていく、あるいは、今、国、高速道路会社で

保有されている個人情報を、地方公共団体とも共有できるようにしていく、こんなことも
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考えられると思います。例えば、それを周知・公表して、この範囲の情報をこういう目的

で使っていきますという開示を行うことによって利用範囲を広げていくことができれば、

より充実した、例えば、一般道に関しても様々充実した情報が提供できるようになってい

くとか、このような絵姿が描けるのではないかと思います。遠い将来の民間サービスまで

行く手前の段階であっても、うまく個人情報を活用する術を検討しながら、ぜひともこの

先行プロジェクトが将来につながる一助になればいいなと思いながら拝見をしておりまし

た。 

 私からのコメントは以上です。 

【羽藤委員長】  ありがとうございます。既にほこみち制度とかゾーン３０ではＥＴＣ

２.０のデータを使って、地元の自治体等への還元等を行っているプロジェクトも多々あ

ると思いますので、公益性の観点から、プライバシーの問題、データ利用、どこまで拡大

し得るのかというところについて、既に様々なサービスが、そこのところ、踏み越えたり

踏み越えないようにしながらいろんな例がありますので、スタディーしていただいて、我々

の次世代ＩＴＳがどの辺りを狙っていくのかというところもぜひ御検討いただけたらと思

います。ありがとうございます。 

 それでは、小西委員、お願いいたします。 

【小西委員】  パナソニックコネクトの小西でございます。本会に参加させていただき

まして、ありがとうございます。前回の議論を少し振り返ってみますと、次世代ＩＴＳの

次世代というのは２０３０年から４０年ということで、かなり先の話であるために、中間

地点のあるべき姿を明確にするプロセスはとても大事であるという議論があったかと思い

ます。そういう中で今回、具体的な先行プロジェクトをＩＴＳで実現できる社会課題の整

理、効果検証するということで、私もとても賛同したいと思っております。 

そんな中で、この先行プロジェクトの中で、２つのことについて、特に技術面と社会実

装面でアクションプランにつながればと考えております。１つ目の技術面では、これは今、

トヨタ自動車の木津様もおっしゃられていましたけれども、今ある技術・資産でかなりの

ことができるんじゃなかろうかということで、手の届くチャレンジ、しっかりとチャレン

ジはするのですが、手の届くチャレンジをしながら、それと合わせて収集したデータの新

たな組合せをもってして新しいベネフィットをつくるということが、これまさしく、比較

的近い将来の中間地点の具体的な構想をつくり上げることができるのではなかろうかとい

うことで、とても肝要ではなかろうかと思います。この観点で、先ほど御提示いただきま
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した先行プロジェクトの中身は、とても即していると思いますので、ここも御一緒に検討

していきたいと思っております。 

２つ目の社会実装面、こちらにつきましては、まさしく官民両軸でデジタル社会に向け

た社会実装が日々加速しております。例えばマイナンバーによるデジタル社会基盤の整備

は、先ほど御説明も一部ありましたが、その他にも医療や防災分野等々、幅広い業界で広

がっていっています。一方、民間でも空港や鉄道、さらに交通機関、決済分野でも、ここ

はデジタルＩＤと生体認証の社会実装がどんどん進んでいるということで、この観点は少

し先の未来になりますが必ず実現する部分であり、又これは嶋寺委員様がおっしゃってい

た個人情報をいかに扱っていくのかということと連動しますが、社会実装の環境と連動し

たビジネスとか仕組みについても検討していく必要があるのかなと感じております。 

最後にＥＴＣ２.０、こちらにつきましても、機能面での必要な仕様検討をしっかりしな

がらも、並行してビジネス面での新たなビジネススキームとモデル、特にこのビジネスス

キームのところで、強みを持った民間がしっかりと参画しながらビジネスモデルをつくる

ということもできていければなと考えております。 

私から以上でございます。 

【羽藤委員長】  ありがとうございます。確かに２０３０年、４０年と言わず、近場の

ところでできるもの、今、ちょっとしたことでできなくなっているところが、少し垣根を

外すことでできることがあると思いますので、この辺りについては、近いところで成果を

出していくという意味では重要ですし、今後の動向も含めながら、遠めの球として描いて

いくというところ、両方あることで、タイムラインの中で具体的な目標像、システムアー

キテクチャーをどういうふうに実装していくかというところが明確になろうかと思います

ので、その辺りぜひ、みんなで構築していくことが、民間のビジネスモデルなんかも含め

ながら重要かなと思いました。ありがとうございます。 

 中川委員、お願いいたします。 

【中川委員】  沖電気、中川でございます。システム開発してきた経験から言いまして、

ＥＴＣ２.０を主に取り扱っていろいろ開発を進めてきましたけれども、やはりデータの

特性等がありまして、強いポイント、あとは弱いポイントというところがありまして、実

現できることとできないことがありました。そういったところを解決する上で、ほかのセ

ンサーデータを組み合わせたりして解決を図ってきたところではあるんですけれども、さ

らに、インフラのデータだけではなくて、様々、車載器のデータ、ドラレコを含めたデー
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タだとか、あとはスマホの位置情報だとか、それだけではなく、ＳＮＳのつぶやきの情報

だとか、そういったものも全て組み合わせていけば、データの信頼性といいますか、精度

は上がっていくんじゃないかなと考えてはいます。 

 ただ、今後考えられるサービスを見ていくと、リアルタイム性を追求していかなきゃい

けないところも多々あるかと思いますので、そこはどこまで精度とリアルタイム性のバラ

ンスを考えてというところと、あとは大きくコストも絡んできますので、コストバランス

も見ながら、こういったサービスにはどういったデータを使うべきというデータの最適な

選び方というところも今後は考えていかなきゃいけないんじゃないかと考えています。 

 あと、先行プロジェクトの中でもそうなんですけれども、民間におけるサービスにおい

て、サービスだとかデータを集めるためには、一般の方に対してインセンティブを与える

という考え方も必要かとは思うんですけれども、サービスによっては、例えば、こちらの

資料に書いてありました侵入制御だとかいったところだとか、ＥＶ車の充電器の管理に関

しましては、例えば、時間内に退出していただいた方にはインセンティブを与えて、うま

く回していくという考え方もあるかと思いますが、必要以上にそこに駐車した方に対して

は、ある程度ペナルティーを与えるだとか、インセンティブだけではなくて、料金抵抗も

含めたそういう考え方も適用していかなきゃいけないんじゃないかなと考えております。 

 以上になります。 

【羽藤委員長】  非常に具体的な話をいただきまして、ありがとうございます。ＥＴＣ

２.０のデータをベースにして、どういうデータを組み合わせていくことで、どういったマ

ーケットが広がっていくのかというところは、想像レベルでは、皆さんいろいろお話しで

きるんですけど、やっぱり具体的に、もうこれだけ①から⑤のサービス、プロジェクトが

明確に書かれて、今までのところ、かなり合意も得られているのかなと思いますことから、

やはり具体的にデータの戦略、何と何を結びつけていくのかというところも、近場の今の

技術でできることと、先めのところで具体的にこれを書いていく必要があるのかなと思い

ました。システム会社さんの協力、必要不可欠だとも思いますので、そういった方々の御

協力も仰ぎながら明確化していくことができれば非常にいいのかなと思います。ありがと

うございます。 

 続きまして、福田先生、お願いいたします。 

【福田委員】  東京大学の福田です。第１回目検討会で、ＥＴＣ２.０でどういったこと

が実現でき、どういったことが実現できなかったのかについてのレビューをしていただけ
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ればという話を申し上げました。本日の資料で、かなり詳細にその辺りをまとめていただ

きまして、ありがとうございました。私自身の先入観では、特に料金収受に関することの

多くが、当初想定していたよりも実現できなかったのではないかと思っていたのですが、

実際には、柔軟な形態での料金収受が技術的には既にできるようになっていたのだなとい

うことが確認できました。おそらく、料金関係は政治的・制度的プロセスの方の影響のほ

うが大きいかと推察します。 

 さて、今回の挙げていただいた５つの実証実験についてですが、ＥＴＣ２.０においても

既に課題として挙がっていた、データのリアルタイム性、どれくらいの時空間範囲をカバ

ーできるかという網羅性、他の交通モードとの連携と言ったマルチモーダル性、こうした

主要課題が①から⑤までの５つの実験で幅広く押さえておられて、うまくバランスが取れ

た先行プロジェクトが立てられたのではないかと私も考えます。 

 特に現行のＥＴＣ２.０のシステムでは、降雪による道路スタックの予兆検知といった

リアルタイム性が求められるような分析は単独ではおそらくまだできないと思われますの

で、民間のリアルタイムブローブデータ等を組み合わせて実証実験をおこなうことによっ

て、リアルタイム性を兼ね備えた次世代ＩＴＳのようなものをイメージした検討ができる

ようになるものと期待いたします。 

 一方、５つの実証実験のスピード感についてはやや気になります。資料の４０ページに

は、短期の目標年次として２０３０年と掲げられていますが、これは短期と呼ぶにはかな

り先の将来を設定してしまっていないかと考えます。例えば、実証実験の③でカーボンニ

ュートラル関係でＥＶの充電施設のモニタリングが説明されていますが、諸外国を見ると

カーボンニュートラル対応の道路施策はかなり速いスピードで進んでいるのが実状です。

先月、ヨーロッパを調査させていただく機会があったのですが、スウェーデンでは２０２

５年頃までに延長２０キロぐらいの走行中給電対応レーンを高速道路上に設置するといっ

たような先進的な計画を立てています。そういったスピード感についても、これらの実証

実験プロジェクトについては考慮頂くべきではないかと考えた次第です。 

 最後に、次世代ＩＴＳシステムについて、既にいろいろな意見が委員の皆様から出てお

り、私も賛同する部分が多いのですが、一点だけ申し上げます。プローブ等の情報を含め

た次世代のＩＴＳシステムを、民間主導ではなくて、道路管理者でもある国土交通省が推

進するにあたり、民間主導の場合と大きく異なる点の１つとして、得られたデータを交通

のマネジメントだけに使うだけでなく、並行して、道路ネットワークの将来整備計画や、
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あるいは牧村委員のメモにもあるような整備財源をどうするのかといった検討など、そう

いった計画の基礎になるような交通需要のデータについても、次世代ＩＴＳのシステムの

活用を基本として、今後は収集せざるを得なくなっていくと思います。 

 そう考えたとき、整備計画や財源のような交通計画の観点から必要なデータのタイプと、

交通運用上必要なデータのタイプあるいはフォーマットには、かなりの乖離があるものと

想像します。現在も道路局では、ＥＴＣ２.０のプローブ情報から収集したデータを用い、

それらを従来の道路交通センサスのデータの代替となるかどうかの検討をされていますが、

そもそもＥＴＣ２.０は、道路計画検討のためのデータとして活用しようという設計思想

で構築されたものではなかったと思います。そのため、将来交通量推計などへの適用に当

たっては、かなり無理をして様々な仮定を置いた上で適用を試みようと、ちょっと無理が

出てきている部分もあります。 

次世代ＩＴＳシステムではそういった事態にならないよう、基本設計の検討段階から、

道路の運用と計画の両面に活用できるようなデータフォーマット等を検討していただきた

いと考える次第です。 

 以上です。 

【羽藤委員長】  ありがとうございます。まさに道路交通センサスが代替され得るでし

ょうし、あるいはそれがもうリアルタイム性のある交通政策、交通計画、交通制御という

ものが一体となった新たな仕組みが次世代ＩＴＳでは実装可能とも思いますので、それが

民間にも開かれておりという形が福田先生からの御指摘なのではないかと思いました。あ

りがとうございます。 

 それでは、井料先生、いかがでしょうか。 

【井料委員】  ありがとうございます。いろいろ考えていたんですよ。この次世代ＩＴ

Ｓの次世代って何がどう次世代かという、実は今日話を聞いていて思いまして。ここ、割

とクリアにしたほうが本当はいいかなというところ。多分最終的な次回の課題あたりで、

何がどう次世代かというのは、ある程度の共通認識を持ったらいいのかなと思いました。

私の感覚としては、今日もう既にいろいろ意見は出ているところなんですけど、実装をど

うするか、あるいはもうちょっと言うと、実装のための立てつけをどうするかと言うほう

が正しいと思うんですが、今までＩＴＳ、例えば、どのぐらいＩＴＳが続いたか分からな

いですけど、日本にはＩＴＳ Ｊａｐａｎという法人があり、そこが主催するシンポジウム

が今年で２１回目ということで、多分２０年ぐらいそういう言葉が出て時間がたっている
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と。そうすると、非常に多くの知見がたまっている。それは日本に限らず、海外もそうで

すし、私も国交省さんの受託でいろいろやらせていただいたりとか、非常に多くの研究が

蓄積されているところで、次世代でこのアプリケーションですというのは、やっぱり一段

違う意味が必要だと思うんです。それは多分実装であると。 

 ＥＴＣは実証としてかなり成功して、２.０って少しずつ普及していく中で、ＩＴＳとし

ての次世代を目指すということであれば、いろいろ研究とかパイロットプログラムとか、

非常にたくさんある蓄積、それから、メーカーさんとか民間の方、社会がどういうことを

期待してどこに課題があるかというのはある程度整理されてきているところがあるので、

国交省さんとしてはそれを全部まとめて、こういうふうに実装させるって、実装としての

パイロットプログラムという立てつけがもうちょっと明確なほうがいいかなと思うし、多

分それは全部そうだと思いますし、福田先生がおっしゃったとおり、ＥＶとかは早くやっ

てくれということはありますけど、資料から必ずしも明確ではないので、そこの共通認識

があったほうがいいのかなと。それで、実際の道路を変えていくというフェーズに来てい

るから次世代なんですというところがあるといいかとは思いました。 

 その中で、こういうパイロットプログラムの中でこういうのは実装できますよという事

例を、ＥＴＣ以外のも示していくということは当然インパクトがあると思うんですが、こ

れも何件か話が出ていたと思いますけど、やはりそのためのプラットフォームをどうする

かという制度設計もそうですし、実際のいわゆるＤＸとしての実装、プラットフォームと

しての、言い方はあれかもしれませんが、ＯＳとか、例えばスマホで何かサービスを展開

しようとすると、アプリ、誰でもすぐできちゃいますけど、それは、スマホを作って、Ｏ

Ｓをつくって、みんな売っているという基盤があるからで、そういう基盤をつくっていく

というのが、いわゆる実装がジャンプとか跳躍するために重要だと思っています。 

 その辺は、ある程度やはり、スマホなんて寡占状態で動いているように、既に国交省さ

んって道路行政を担っているので、国交省さんの仕事として重要なポイントであって、そ

して、例えばいろんな企業さんとか、あるいは大学としての立場もそうですけど、私が大

学の一研究者として考えるのは、いろいろ一緒に仕事はさせていただいたんですけど、例

えば、いろんなアイデアがあったときに、どういうふうに一からアクセスすればいいかも

よく分からないというところも結構あるわけで、そういうところも幾つかのフェーズがあ

って、研究開発から実装とか幾つかフェーズがある中で、大学がどういうふうに貢献する

かというところが、立てつけというか、研究、実験、実装とか、流れそのものが見えてい
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たら、大学としてどこにアクセスして、どういうグループを組んで、どう貢献すればいい

か。大学も一人一人の教員がやっていても、いろいろ面白いことはできますけど、やっぱ

り大きい組織として、世界に伍するという意味では、我々もそういう必要を感じています

ので、カウンターパートでも実際プラットフォームをつくる方にもそういうところが見え

てほしいというのは、多分企業の方もちろん持っていると思いますけど、大学としてもも

ちろん思うところであります。 

 「次世代」という言葉としては、今いろいろ話しましたが、実装というところは特に大

きくする必要があって、ここの先行プロジェクトもどういうふうに実装するんですかとい

うところがロードマップとして見えていることが大事かなと思いました。 

 私から以上です。 

【羽藤委員長】  福田先生も井料先生も実装、自分たちがどう関わっていくのかという

次元で、次世代ＩＴＳというのは違う次世代なんだという認識をお持ちだというところに

非常に大きな期待も感じます。初期のＩＶＨＳからＶＩＣＳが生まれてＪＡＲＴＩＣ、そ

してＥＴＣの１.０から２.０と来て、３.０ではなくて「次世代ＩＴＳ」という言葉を使お

うとしているところには、やっぱり設計の理念、あるいは技術者のコミュニティーに関す

る文化も、ＡＩが出てきて非常に大きく変わってきているところでございますから、その

思想のレベルでの整理をもう一度するというところがあって、社会実験、社会実装という

ところに向かうことができたときに、非常に大きな求心力、あるいは相補性を発揮できる

可能性があるのではないかという、そういう期待が感じられるなと、聞いていて非常に納

得感のあるコメントをいただいて、本当にありがとうございます。 

 それでは、谷口委員、いかがでしょうか。 

【谷口委員】  大きく２点ありまして、ユースケースをたくさん挙げていただいて、網

羅的に挙げていただいて非常に分かりやすかったです。１点目が、今、渋滞吸収走行の先

頭車になる車にどうやって案内を出すのか、あと、後続する車にどう案内を出せばいいの

か、そういう研究をＮＥＸＣＯ東日本さんの研究助成で行っているんですけれど、そのと

きに、ＥＴＣ２.０が非常に大きいポイントになると期待しております。単なる情報提供に

とどまらずに、ドライバーに動機づけ、どうしてそういうことをやらなければいけないの

かということと、具体的な協力依頼による行動変容を促すことができるというのはものす

ごく大きな可能性だと思っております。 

 その一つは、４２ページの交通弱者の交通安全というところ、ここは相当後回しになっ
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てきたところだと思っているんですけれど、交通安全の根本的な解決策は暴露量、つまり

車に接する機会を減らすことだと思っています。外出機会を減らすように働きかけるのは

論外だと思うので、端的に言えば、交通量を減らすというのが交通安全に直接的につなが

るということだと思います。ＥＴＣ２.０はプッシュ通知ができるのに利点が生かし切れ

てないというようなお話がちょっとあったんですけれど、ぜひ安全な経路選択だけではな

くて、例えば自動車利用をここでは少し控えるといったような交通行動変容にも活用して

いただきたいです。いわゆるモビリティマネジメント的なものもチャネルになると思って

います。 

 例えばＴＸの八潮駅で、高速道路が混んでいたらＴＸに乗り継げるというパークアンド

ライドをやっているんですけれど、そういうものにも積極的に御活用いただければと思い

ます。単にナッジとかではなくて、先ほども申し上げたように、動機づけですね。どうし

てその行動変容が必要なのかというのが分からないと、単なる情報を受け取っただけでは

行動変容は起きにくいので、それで行動変容の結果をまたフィードバックするとか、双方

向のコミュニケーションができる仕組みをぜひ次世代ＩＴＳで構築できると、本当に可能

性が広まるなと思って伺っておりました。 

 以上です。 

【羽藤委員長】  谷口先生、どうもありがとうございます。「自動走行」という言葉から、

何か自分が運転する責任から解放されるのではないかといったような誤解を生むところも

あろうかと思いますが、社会が「暴露」という言葉をまさに使われていたり、あるいは「変

容」という言葉を使われていましたが、その可能性、あるいは、今置かれている状況がダ

イナミックに変化してくるということだと思いますので、社会的な受容性も含めて、様々

な社会実験、社会実装の中では、今までの考え方と違う評価をモビリティマネジメントの

研究蓄積も使いながら評価していくことが、政策とか技術の考え方も次世代になっていく

んだというところにチャレンジできるきっかけになるのではないかと思います。谷口先生、

どうもありがとうございます。 

 それでは、ここまで各委員の方々からいろんな意見を聞いてきて、膨大な意見を聞いた

ので、もう何を言えばいいんだろうと多分、松本さんと大井さんはお思いのこととは思い

ますが、松本さん、お願いいたします。 

【参事官】  道路局で参事官をしています松本です。高速道路の管理と活用といった分

野を担当しております。今日、役所側の説明は聞けていないのですが、今回、先行プロジ



 -36-

ェクトを含めて、いろいろ提案をさせていただいたということかと思います。そういった

中で様々御熱心に御議論いただいて、先行プロジェクトについても、かなり賛同を得られ

るような声をいただいたのかなと思っています。留意点等もそれぞれ具体的にかなりいた

だきましたので、そういったものをしっかり踏まえて、具体的にどう進めていくのかしっ

かりつくり上げて、また皆様に御提示しながら議論を進めていくことが必要なのかなと思

っております。 

 今回、先行プロジェクトを５つほど挙げておりますが、私自身高速道路の管理を担当し

ており、まさに現場も含め知りたいという情報ばかりだと思っています。そういう意味で、

やや管理者サイドに寄ったところもあろうかとは思います。今回、サービスをどう広げて

いくのか、さらには計画論を含めて、どういうデータを構築していくのかという議論があ

りましたので、今日いただいた御意見を見据えながら検討を進めていきたいと思っていま

す。いずれにしても今日、具体的なことをたくさんいただきましたので、しっかり咀嚼し

て、今後に反映させていきたいと思っております。よろしくお願いします。 

【羽藤委員長】  松本さん、宣言が出たのでよかったと思います。ありがとうございま

す。 

 それでは、大井委員、よろしくお願いいたします。 

【道路交通管理課長】  今回から参加させていただいております道路交通管理課長の大

井です。今日はいろいろな御意見、誠にありがとうございました。先日、終わったジャパ

ンモビリティショー、東京モーターショーから名前を変えましたけれども、我々国土交通

省道路局もＥＴＣ２.０ですとか自動走行のプレゼンなどで出展していたので、今回初め

て行きました。 

これまでテレビのニュースとかで見ていた、先進的な夢のある車両を展開している場だっ

たのが、今回どう変わったのかなというふうに楽しみに行ってみたら、車だけではなくて、

それこそ名前が「モビリティ」って変わったぐらいですから、車と人間だけではなく、そ

れ以外のモビリティも含めた移動の空間をどう考えるかというのを世の中に提示した一つ

の大きなイベントだったのかなと感じました。 

 そういった意味で、この次世代ＩＴＳの研究会も、世の中に期待され得る実証実験をＰ

Ｒできるようなものの、一つのきっかけとしていけたらと思いますし、来年度以降、同様

なジャパンモビリティショーのようなものがあるとすれば、ＥＴＣ２.０だけではなくて、

次世代ＩＴＳとは何ぞやみたいなものをＰＲできるような方向に発展できればなと感じま
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した。感想めいたコメントですが、失礼いたしました。 

【羽藤委員長】  大井委員、本当にありがとうございます。ジャパンモビリティショー、

開催されたばかりで、海外からの出展がものすごく減ったんですよね。そのことを、我々

は今日のこの次世代ＩＴＳという中でどういうふうに考えるかということは極めて、各社

さんは世界をにらんでやられているところもあると思いますので、考えなければいけない

ところは多分あろうかと思いますし、ただ一方で、日本でやれるから有利なところって何

なんだというところもジャパンモビリティショーにはかなり出ていたと思うんですよね。

高齢化であるとか、やっぱりストリートのレベルのところというのが、日本って海外と比

べて非常に治安もいいし、解決しやすい。彼ら、コンプリートストリートとか言っている

んだけど、我々のほうがそういうところに関してはひょっとしたら近いところがあるのか

もしれませんし、有利なところはインターナショナルでもあると思いますので、そういう

ところをぜひ、この次世代というところは一体何なんだという問題提起、井料先生からも

ありましたけれども、明確にしながら、日本の次世代ＩＴＳとは何なんだということが、

大井さんとか松本さんとか和賀さんとかが、ＴＲＢとか海外に行って、おーっと言われる

ようなものにしていくことが、日本の競争力、あるいは日本社会をよりよい社会にしてい

くというところに、この次世代ＩＴＳが貢献できる、だから次世代なんだという、そうい

ういろんな思いが先生方からも高速道路会社様からもメーカーの方々からもいろいろ感じ

られましたので、明確化したところをしっかりと次に向けて、和賀さん、竹下さんをはじ

めとする事務局の皆さんに作業いただいて御準備いただくことが重要かなと思いました。 

 和賀さん、最後ありますか。 

【ＩＴＳ推進室長】  本当にいろいろな御意見をいただきまして、ありがとうございま

した。「次世代」という言葉が何を意味するかという本質的な御意見もいただきました。こ

れまでいろいろ考えながら悩んでいた、悩んでいるというのが実情ではございます。そう

いう中で、「次世代」という言葉を明確化するためにも、やっぱりちょっと形というか、手

触り感のある先行プロジェクトというものを取り組むことによって、そういった道筋を築

いていければというのが本日の提案でございました。改めて次世代といったところの明確

化、思想のレベルでの整理というお話もありましたので、実証実験等をやりながら、また

皆様方との議論も進めながら、そこを具体化できるように並行して進めていきたいと思い

ますので、また引き続き御協力いただければと思います。いずれにせよ、いただきました

意見をしっかりと受け止めて、高い目標ではありますが、そこに向かって取り組んでいき
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たいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

【羽藤委員長】  ありがとうございます。デジタルに関しては、いろんな省庁、いろん

な業界でいろんな提案もあると思いますが、少なくとも道路に関してはかなりレベルの高

いことを、ここにおられる方々のコミュニティーの中でやってきたという自負は、皆さん

お持ちなのではないかと思います。それはやっぱり次の世代にそういうシステムを組むと

いうことに関しても、このノウハウはかなり生きるところがあると思いますし、井料先生

とか谷口先生とか福田先生の意気込みも、委員として単に参加しているということじゃな

くて、自分ももっと参加していきたいというような意思表明も含めて、すごく信頼できる

コミュニティーがあるというところでもって、やっぱりこのチームで次世代のＩＴＳのア

ーキテクチャーを考えないといけないんだというところでもって、ぜひしっかりとしたも

のをこのメンバーでつくり、さらに社会実験、社会実装の中で具体的なシステムをつくっ

ていければと思いますので、引き続き御議論のほどよろしくお願いいたします。 

 それでは、最後、事務局にお戻しいたします。 

【自動走行高度化推進官】  羽藤先生、ありがとうございました。また、委員の皆様に

は貴重な意見をいただき、ありがとうございました。事務局にて本日の議事録を作成の上、

皆様に展開させていただきますので、御確認いただきますようよろしくお願いいたします。

次回の検討会については年度末頃を予定しておりますので、また日程調整等させていただ

きますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 これをもちまして、第２回次世代ＩＴＳ検討会を閉会とさせていただきます。本日は誠

にありがとうございました。 

 

―― 了 ―― 


